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「プラスをステップアップする（ぷらすをすてっぷあっぷする）誰もが元来もっている能力を自覚し磨き上げ活躍につなげ

ること」イキイキワクワクする感動や喜びを通して、子どもたちの秘められた力をさらに引き出し、輝く場所をつくる教師と

なりたい。

至誠・致知・鍛錬

「八ヶ嶺祭」ありがとうございました
９／１９（日）・２０（月）の第５９回八ヶ嶺祭では、コ

ロナ対策にご協力をいただいたおかげで、保護者の参観のも
と、無事に開催することができました。
生徒の輝く姿を応援していただき、本当にありがとうござ

いました。「Ｍａｇｉｃ～魔法にかかったような時間を共に
～」のテーマのもと、見ている人に感動を与え、学年の枠を
こえた中で協働しながら、八ヶ嶺祭をつくりあげることがで
きたと思います。
これからも、コロナ禍の中、生徒の輝く場所、感動する機

会を中止することなく、開催、実施していきたいと考えてい
ます。それには、保護者の皆様のご理解、ご協力が欠かせま
せん。ぜひ、お力をお貸しいただき、「チーム高根中」とし
て、生徒を支え続けていただきたいと思います。

「分散学習」
９／１４（火）まで、２年生は美術室、多目的

ホールに、３年生は体育館に教室を移動して学習
を行いました。９／１２（日）で、山梨県のまん
延防止等重点措置が解除されましたが、引き続き、
コロナ禍に対応しながら高根中教育を進めていき
たいと思います。
また、ＩＣＴ端

末を生徒に持ち帰
らせ、リモート学
習がいつでもでき
るように準備を進
めているところで
す。ご家庭での協
力が必要となりま
すので、ご理解を
お願いいたします。

「スポットクーラー」を購入

移動式スポットクーラーを２台購入しました。
｢ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ｣

これによ
り、クーラ
ーのない美
術室や多目
的ホール等
の特別教室
での学習環
境が少し改
善されたと
思います。

「第２回避難訓練」
９／１３（月）に「第２回避難訓練」を実施し

ました。家庭科室から出火したことを想定して、
経路を考えながら避難しました。生徒には以下の
ことを話しました。
・ハンカチで口を押さえること
・低い姿勢で避難すること
・外泊先の非常口への通路を確認すること
特に外泊先での非常口の確認は、自助と共に、

家族を守るための共助につながることになりま
す。中学生でもできることから始めていくことが
大切です。

「教育実習生」
９／２７（月）から、以下の２名の教育実習生

が来校しています。
吉田 美月先生（英語／１－２）都留文科大学
溝口 章子先生（美術／２－１）女子美術大学
高根中で先生になる勉強をしっかりしていただ

き、未来の山梨の教育を担う教師になってほしい
と思います。

吉田 美月先生 溝口 章子先生



「２学年発表」
２年生は、学年劇「夢屋」を発表しました。ス

テージ中央の大きなバス停、カラフルな背景画、
オン・オフのはっきりした照明、タイミングのよ
い音響により、心地よいステージに仕上がってい
ました。そんなセットの中を、いろんな人間模様
が感じられる通行人も登場し、ストーリーを邪魔
することもなく、さりげなく面白さも伝わる劇で
した。見ている生
徒には、「自由と
は何か」というテ
ーマを投げかけ、
一緒に考えさせる
とてもよい劇だっ
たと思います。

「３年１組発表」
３年１組は、学級劇「心が叫びたがってるんだ」

を発表しました。仲間と分かち合いながら、自ら
を成長させていく心の動きがリアルに表現されて
いて、みんなで難しい演技をよくこなしていたと
思います。ダンスの姿も含め３－１のチームワー
クの良さを感じ取ることができました。豪華な背
景画、衣装、ミュージカルがマッチしたラストシ
ーンは、美し
い歌声と共に
とても素敵な
瞬間でした。
チーム高根中
として、最高
学年の姿を後
輩に伝えるこ
とができたと
思います。

「体育の部」
八ヶ嶺祭２日目の体育の部は、クラス以外に風・林・火・

山の４つの縦割班での対抗戦も実施しました。２週間にわた
る朝練習や放課後練習では、グラウンドいっぱいに活気のあ
る生徒の姿を見ることができました。
みんなのために協働して団結する行動は、人と人がつなが

ることを学習するとてもよい機会となりました。
みんなのために、そして自分が人として成長するために感

動の一コマを重ねていくことは、これからの生き方にプラス
となっていくことでしょう。
～ 生徒の皆さん、たくさんの感動を

ありがとうございました！ 高根中最高！ ～

「３年２組発表」
３年２組は、学級劇「ちょっとＭＡＧＩＣ（ふ

しぎ）な進路相談」を発表しました。未来の進路
を体験するストーリーで、いくつもの場面展開が
テンポよく行われ、それぞれの場面において、生
徒一人ひとりの特技や個性が演技に発揮され、観
客をとても楽しませる劇となっていました。背景
画のこだわりはクオリティが高く、プロ顔負けだ
と思います。
これからも、
限られた中学
校 生 活 の 中
で、３年生そ
れぞれがもつ
良さを、後輩
のためにたく
さん見せてほ
しいと思いま
す。

「チーム高根中」
教職員２７名 生徒２１４名 保護者１９８名が

「チーム高根中」として取り組んでいます。

学校住所：〒40８-0０１９ 北杜市高根町村山東割９８

電 話：0551-４７-20２６ FAX：0551-４７-２０７５

ホームページhttp://www.takane-jhs.city-hokuto.ed.jp/もご覧ください。

表彰等
○ 少年の主張山梨県大会 テレビ山梨社長賞 ３年野澤 紬季
○ 山梨県科学工作展 知事賞（２年連続）３年北川 陽翔
○ 山梨県読書感想文ｺﾝｸｰﾙ 県特選 １年小倉 美音

県入選 ３年野澤 紬季

「１学年発表」
１年生は、学級劇「新桃太郎伝説」を発表しま

した。迫力満点の鬼ヶ島の背景をバックに、桃太
郎、さる、犬、きじのやりとりがとても面白く、
１年生とは思えぬ演技力で、心の動きが伝わって
きました。鬼の姿をはじめとする衣装にもこだわ
りが見られ、劇を支える一役を担っていました。
幕間のダンスもノリノリで息が合い、かっこよか
ったです。「自分で
決めた道を最後ま
で歩き通す」「みん
なの力になる」等、
面白さの中にも、
真剣な思いを伝え
る劇でもあったと
思います。

http://www.takane-jhs.city-hokuto.ed.jp/

